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美術センター

久我記念館久我記念館 月曜休館・祝日の場合は翌日休館

＊入館無料＊

企画展のご案内

第６回　六
ろく

塵
じ ん

会書作展
５月 18 日（土）〜６月２日（日）　（最終日は 12 時まで）

　南米里区在住、伴六塵先生の書道教室展です。先生の作品および郡内から通う約 20人の生徒の書
や篆

てん
刻
こく
を約 70点展示します。古典やＪ－ＰＯＰの歌詞を書いた作品、竹の筆で描いた作品、約２×

４mの大きな作品など、教室の自由な雰囲気の中で制作されたものです。

ギャラリートーク＆コンサート
「みんなの個展の仲間たち in須恵の森」主催者によるトークと
クラシックアコーディオンの名手　木下隆也さんによる演奏

▼日　時　５月 12日（日）14時～ 16時

▼場　所　久我記念館

▼定　員　先着 50人

企画展に向けて
　師範である六塵先生は、ひたすら日本・
中国の古典追及に没頭し、さらに内なるも
のを求め、「書に生きる人生」をいまなお
歩み続けられています。
　先生のご指導法は、古典臨書に限らず、
自由に楽しんで書くことを目指したもので
す。どこまで先生のご指導に応えることが
できるのかわかりませんが、これまで学ん
だことを作品にし、発表することにしまし
た。多くの人たちにご来館、ご批評を賜り、
次の目標への励みといたしたく、お待ち申
し上げます。

▼参加費　500円（お茶、お菓子つき）

▼問合せ先　久我記念館　☎ 932–4987

「みんなの個展の仲間たち in須恵の森」

　

分
娩
に
関
連
し
て
発
症
し
た
重
度
脳
性
麻

痺
児
と
そ
の
家
族
に
経
済
的
な
補
償
を
し
ま

す
。
ま
た
、
原
因
分
析
を
行
い
、
事
例
の
再

発
防
止
に
資
す
る
情
報
提
供
し
、
紛
争
の
防

止
・
早
期
解
決
お
よ
び
産
科
医
療
の
質
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
制
度
で
す
。

▼
補
償
金　
一
時
金
と
分
割
金
を
あ
わ
せ
総

額
３
０
０
０
万
円

▼
申
請
期
間　
満
１
歳
の
誕
生
日
か
ら
満
５

歳
の
誕
生
日
ま
で

▼
補
償
対
象　
平
成
21
年
１
月
１
日
以
降
に

出
生
し
た
子
ど
も
で
、
次
の
基
準
を
す
べ

て
満
た
す
場
合
、補
償
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

①
在
胎
週
数
33
週
以
上
で
出
生
体
重

２
０
０
０
グ
ラ
ム
以
上
、
ま
た
は
在
胎
週

数
28
週
以
上
で
所
定
の
要
件

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
相
当
の
脳

性
麻
痺

③
先
天
性
や
新
生
児
期
の
要
因
に
よ
ら
な

い
脳
性
麻
痺

※
所
定
の
要
件
…
臍
帯
動
脈
血
中
の
代
謝
性

ア
シ
ド
ー
シ
ス
（
酸
性
血
症
）、
ま
た
は
胎

児
心
拍
数
基
線
細
変
動
の
消
失
な
ど
の
低
酸

素
状
況
を
示
す
所
見
が
あ
る
こ
と
で
す
。

▼
問
合
せ
先　

　

産
科
医
療
補
償
制
度
専
用
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー　

☎
０
３
・５
８
０
０
・
２
２
３
１

　

http://w
w

w
.sanka-hp.jcqhc.or.jp/

　

20
歳
以
上
の
人
は
、
学
生
で
あ
っ
て
も
国

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
学
生
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な

い
た
め
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
学
生　
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お

よ
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で

あ
る
課
程
）、
一
部
の
海
外
大
学
の
日
本

分
校
に
在
学
す
る
人
。
ま
た
、
夜
間
・
定

時
制
課
程
や
通
信
制
課
程
の
人
も
含
ま
れ

ま
す
。

▼
承
認
期
間　
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
。

次
の
年
度
も
在
学
予
定
で
あ
る
場
合
、
４

月
始
め
に
再
申
請
の
用
紙
が
送
ら
れ
て
き

ま
す
の
で
、
引
続
き
学
生
で
あ
れ
ば
、
必

要
事
項
を
記
入
の
上
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
人
の
場
合
に
は
、

本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。

　

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
、
未
熟
児
養
育

医
療
と
自
立
支
援
医
療
（
育
成
医
療
）
の
申

請
窓
口
が
県
か
ら
市
町
村
に
変
わ
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
課
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

未
熟
児
養
育
医
療
制
度

　

身
体
の
発
育
が
未
熟
な
ま
ま
出
生
し
た
乳

児
が
指
定
医
療
機
関
に
入
院
し
て
治
療
を
行

う
必
要
が
あ
る
場
合
に
、
そ
の
治
療
に
必
要

な
医
療
費
の
一
部
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

▼
問
合
せ
先　
健
康
福
祉
課　

保
健
予
防
係

　

☎
９
３
２
・
１
４
９
３
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

　

☎
９
３
２
・
１
１
５
１
（
内
線
１
５
４
）

自
立
支
援
医
療
（
育
成
医
療
）
制
度

　

現
在
、
18
歳
未
満
の
障
が
い
が
あ
る
、
ま

た
は
治
療
を
行
わ
な
い
と
将
来
一
定
の
障
が

い
を
残
す
と
認
め
ら
れ
る
児
童
で
、
手
術
な

ど
の
治
療
に
よ
り
症
状
が
軽
く
な
り
、
日
常

生
活
が
容
易
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
、
そ
の
治
療
に
必
要
な
医
療

費
の
一
部
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

▼
問
合
せ
先　
健
康
福
祉
課　

福
祉
係

　

☎
９
３
２
・
１
４
９
３（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

　

☎
９
３
２
・
１
１
５
１
（
内
線
１
２
７
）

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
場

合
に
、
障
害
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
算
入

さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。
就
職
な
ど
で
、
収
入
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
場
合
は
、
将
来
受
け
取
る
年
金
を

増
額
す
る
た
め
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る「
追
納
制
度
」

を
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　

住
民
課　

国
民
年
金
係

　

☎
９
３
２
・
１
４
６
７（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

　

☎
９
３
２
・
１
１
５
１
（
内
線
１
１
８
）

　

東
福
岡
年
金
事
務
所

　

☎
６
５
１
・
７
１
２
９

産
科
医
療
補
償
制
度
を

ご
存
知
で
す
か

未
熟
児
養
育
医
療
・
自
立

支
援
医
療
（
育
成
医
療
）

の
窓
口
が
変
わ
り
ま
す

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
を

ご
存
知
で
す
か
？

産
科
医
療
補
償
制
度
と
は

学
生
納
付
特
例
制
度

制
度
を
利
用
し
な
い
デ
メ
リ
ッ
ト

深
山
何
處
鐘

「
贈
内
子
」
白
楽
天

（67×35） （175×45）




